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(57)【要約】
【課題】半田クラックを抑制することができるコイルケ 
ース、及びスイッチング電源装置を提供する。
【解決手段】本開示に係るコイルケースは、コイルを保 
持するコイルケースであって、基板と半田付けされる、 
前記コイルの端子が挿入される孔を有し、当該孔の周囲 
にスリットが形成されている端子孔部を備える。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ イ ル を 保 持 す る コ イ ル ケ ー ス で あ っ て 、
　 基 板 と 半 田 付 け さ れ る 、 前 記 コ イ ル の 端 子 が 挿 入 さ れ る 孔 を 有 し 、 当 該 孔 の 周 囲 に ス リ  
ッ ト が 形 成 さ れ て い る 端 子 孔 部 、
　 を 備 え る コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 端 子 孔 部 は 、 前 記 コ イ ル の 前 記 端 子 が 挿 入 さ れ る 孔 を 有 す る 挿 入 部 と 、 前 記 端 子 の  
挿 入 方 向 と 直 行 す る 方 向 か ら 当 該 挿 入 部 を 支 持 す る 支 持 部 と 、 の 周 囲 に Ｕ 字 形 状 の 前 記 ス  
リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 コ イ ル ケ ー ス の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 か ら 前 記 挿 入 部 を 支 持 す る  
、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 コ イ ル ケ ー ス の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 の 幅 が 、 前 記 挿 入 部 よ り も  
細 い 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 コ イ ル ケ ー ス の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 の 長 さ が 、 前 記 挿 入 部 の 直  
径 よ り も 長 い 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 湾 曲 し て い る 、
　 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 コ イ ル ケ ー ス は 、 当 該 コ イ ル ケ ー ス の 上 面 の 内 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 端 子 孔 部 と 、 当  
該 第 １ 端 子 孔 部 よ り も 外 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 端 子 孔 部 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 端 子 孔 部 の ス リ ッ ト は 、 前 記 第 １ 端 子 孔 部 よ り も ス リ ッ ト よ り も 大 き い 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ イ ル ケ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 コ イ ル を 保 持 す る コ イ ル ケ ー ス で あ っ て 、 基 板 と 半 田 付 け さ れ る 、 前 記 コ イ ル の 端 子 が  
挿 入 さ れ る 孔 を 有 し 、 当 該 孔 の 周 囲 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ て い る 端 子 孔 部 を 有 す る コ イ ル  
ケ ー ス と 、
　 前 記 コ イ ル ケ ー ス に 保 持 さ れ る 前 記 コ イ ル と 、
　 を 備 え る ス イ ッ チ ン グ 電 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 コ イ ル ケ ー ス 、 及 び ス イ ッ チ ン グ 電 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 源 装 置 に お い て コ イ ル は コ イ ル ケ ー ス に 収 納 さ れ て い る 。 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス  
は 、 コ イ ル の 端 子 が 挿 入 さ れ る 端 子 孔 を 有 し て い る 。 そ し て 、 コ イ ル の 端 子 は 、 端 子 孔 を  
通 っ て 基 板 に 半 田 付 け さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ５ ９ ７ ２ ０ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 コ イ ル ケ ー ス が 熱 膨 張 や 熱 収 縮 に よ り 変 形 し た 場 合 に 、 コ イ ル の 端 子 と  
基 板 と が 半 田 付 け さ れ た 部 分 に 圧 力 が 加 わ る 。 そ の た め 、 コ イ ル の 端 子 と 基 板 と の 半 田 付  
け が 破 壊 さ れ る 半 田 ク ラ ッ ク が 生 じ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る コ イ ル ケ ー ス 、 及 び ス イ ッ チ ン グ 電 源  
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 に 係 る コ イ ル ケ ー ス は 、 コ イ ル を 保 持 す る コ イ ル ケ ー ス で あ っ て 、 基 板 と 半 田 付  
け さ れ る 、 前 記 コ イ ル の 端 子 が 挿 入 さ れ る 孔 を 有 し 、 当 該 孔 の 周 囲 に ス リ ッ ト が 形 成 さ れ  
て い る 端 子 孔 部 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る コ イ ル ケ ー ス 、 及 び ス イ ッ チ ン  
グ 電 源 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ イ ル ケ ー ス を 上 方 か ら 見 た 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ イ ル ケ ー ス を 下 方 か ら 見 た 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 平 面 端 子 孔 部 の 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 縁 端 子 孔 部 の 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 端 子 が 基 板 に 半 田 付 け さ れ た 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 変 形 例 １ に か か る 平 面 端 子 孔 部 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 開 示 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 た だ し 、 必 要 以  
上 に 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 場 合 が あ る 。 な お 、 添 付 図 面 及 び 以 下 の 説 明 は 、 当 業 者 が 本 開  
示 を 十 分 に 理 解 す る た め に 提 供 さ れ る の で あ っ て 、 こ れ ら に よ り 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の  
主 題 を 限 定 す る こ と は 意 図 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ イ ル ケ ー ス １ を 上 方 か ら 見 た 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で  
あ る 。 図 ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ イ ル ケ ー ス １ を 下 方 か ら 見 た 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 Ｘ 軸 、 Ｙ 軸 、 Ｚ 軸 か ら な る 直 行 座 標 系 を 規 定 す る 。 Ｘ 軸 方 向  
は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 長 手 方 向 と 平 行 な 方 向 で あ る 。 Ｙ 軸 方 向 は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 短 手  
方 向 と 平 行 な 方 向 で あ る 。 Ｚ 軸 方 向 は 、 Ｘ 軸 方 向 及 び Ｙ 軸 方 向 と 直 行 す る 方 向 で あ っ て 、  
コ イ ル ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ に 対 し て 垂 直 な 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 コ イ ル を 保 持 す る 。 例 え ば 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 充 電 器 な ど の ス イ  
ッ チ ン グ 電 源 装 置 に 収 納 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ 電 源 装 置 は 、 例 え ば 、 フ ィ ル タ 回 路 、 整 流  
回 路 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ 、 及 び 平 滑 化 回 路 を 備 え る 。 フ ィ ル タ 回 路 は 、 外 部 交 流 電 源  
か ら 入 力 さ れ た 交 流 電 力 の ノ イ ズ を 抑 制 す る 回 路 で あ る 。 整 流 回 路 は 、 交 流 電 力 を 直 流 電  
力 に 整 流 す る 回 路 で あ る 。 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ は 、 電 圧 を 変 換 す る 変 換 回 路 で あ る 。 平  
滑 化 回 路 は 、 出 力 電 圧 の 変 動 を 平 滑 化 す る 回 路 で あ る 。 ま た 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ は 、  
コ イ ル を 有 す る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ の コ イ ル は 、 コ イ ル ケ ー ス １ に 保 持 さ れ  
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る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 複 数 の コ イ ル を 収 納 す る 。 更 に 詳 し く は 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 第 １  
コ イ ル 収 納 部 １ １ ａ 、 第 ２ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｂ 、 第 ３ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｃ 、 第 ４ コ イ ル 収  
納 部 １ １ ｄ 、 第 ５ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｅ 、 及 び 第 ６ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｆ を 備 え る 。 第 １ コ イ  
ル 収 納 部 １ １ ａ 、 第 ２ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｂ 、 第 ３ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｃ 、 第 ４ コ イ ル 収 納 部  
１ １ ｄ 、 第 ５ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｅ 、 及 び 第 ６ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｆ は 、 そ れ ぞ れ 一 個 の コ イ  
ル を 収 納 す る 。 以 下 、 第 １ コ イ ル 収 納 部 １ １ ａ 、 第 ２ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｂ 、 第 ３ コ イ ル 収  
納 部 １ １ ｃ 、 第 ４ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｄ 、 第 ５ コ イ ル 収 納 部 １ １ ｅ 、 及 び 第 ６ コ イ ル 収 納 部  
１ １ ｆ を 区 別 し な い 場 合 に は 、 コ イ ル 収 納 部 １ １ と 呼 称 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 上 面 １ ２ に 第 １ 間 隔 部 ２ ０ ａ 、 第 ２ 間 隔 部 ２ ０ ｂ 、 第 ３ 間 隔  
部 ２ ０ ｃ 、 第 ４ 間 隔 部 ２ ０ ｄ 、 第 ５ 間 隔 部 ２ ０ ｅ 、 及 び 第 ６ 間 隔 部 ２ ０ ｆ を 備 え る 。 以 下  
、 第 １ 間 隔 部 ２ ０ ａ 、 第 ２ 間 隔 部 ２ ０ ｂ 、 第 ３ 間 隔 部 ２ ０ ｃ 、 第 ４ 間 隔 部 ２ ０ ｄ 、 第 ５ 間  
隔 部 ２ ０ ｅ 、 及 び 第 ６ 間 隔 部 ２ ０ ｆ を 区 別 し な い 場 合 に は 、 コ イ ル 収 納 部 １ １ と 呼 称 す る  
。 更 に 詳 し く は 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 上 面 １ ２ に お い て 、 各 コ イ ル 収 納 部 １ １ に 一 個 ず つ  
間 隔 部 ２ ０ を 有 し て い る 。 こ こ で 、 基 板 ２ （ 図 ５ 参 照 ） は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ に  
載 置 さ れ る 。 間 隔 部 ２ ０ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ と 、 基 板 ２ と の 間 に 間 隔 を 設 け る  
た め の 、 円 筒 形 の 凸 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 上 面 １ ２ に 第 １ 突 起 部 ３ ０ ａ 、 第 ２ 突 起 部 ３ ０ ｂ 、 第 ３ 突 起  
部 ３ ０ ｃ 、 及 び 第 ４ 突 起 部 ３ ０ ｄ を 備 え る 。 以 下 、 第 １ 突 起 部 ３ ０ ａ 、 第 ２ 突 起 部 ３ ０ ｂ  
、 第 ３ 突 起 部 ３ ０ ｃ 、 及 び 第 ４ 突 起 部 ３ ０ ｄ を 区 別 し な い 場 合 に は 、 コ イ ル 収 納 部 １ １ と  
呼 称 す る 。 突 起 部 ３ ０ は 、 上 面 １ ２ に 配 置 さ れ た 突 起 で あ る 。 突 起 部 ３ ０ は 、 上 方 に 部 材  
が 載 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 突 起 部 ３ ０ は 、 基 板 ２ の 上 方 に 、 さ ら に 部 材 を 配 置 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 突 起 部 ３ ０ は 、 載 置 さ れ た 部 材 の 熱 を コ イ ル 側 に 伝 達 す る 。 こ こ で 、 コ イ ル は 発  
熱 す る た め 放 熱 す る た め の 部 材 が 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス １ も 、 コ イ  
ル の 熱 を 放 熱 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 突 起 部 ３ ０ は 、 載 置 さ れ た 部 材 の 熱 を コ イ ル 側  
に 伝 達 す る こ と に よ り 、 載 置 さ れ た 部 材 を 効 率 的 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 上 面 １ ２ の 平 面 な 部 分 に 第 １ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ａ 、 第 ２ 平 面  
端 子 孔 部 ４ ０ ｂ 、 第 ３ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｃ 、 第 ４ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｄ 、 第 ５ 平 面 端 子 孔 部  
４ ０ ｅ 、 第 ６ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｆ 、 第 ７ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｇ 、 及 び 第 ８ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０  
ｈ を 備 え る 。 以 下 、 第 １ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ａ 、 第 ２ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｂ 、 第 ３ 平 面 端 子 孔  
部 ４ ０ ｃ 、 第 ４ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｄ 、 第 ５ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｅ 、 第 ６ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｆ  
、 第 ７ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｇ 、 及 び 第 ８ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｈ を 区 別 し な い 場 合 に は 、 平 面 端  
子 孔 部 ４ ０ と 呼 称 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 縁 の 部 分 に 第 １ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ａ 、 第 ２  
縁 端 子 孔 部 ５ ０ ｂ 、 第 ３ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ｃ 、 及 び 、 第 ４ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ｄ を 備 え る 。 以 下  
、 第 １ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ａ 、 第 ２ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ｂ 、 第 ３ 縁 端 子 孔 部 ５ ０ ｃ 、 及 び 、 第 ４ 縁  
端 子 孔 部 ５ ０ ｄ を 区 別 し な い 場 合 に は 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ と 呼 称 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ は 、 コ イ ル 収 納 部 １ １ が 収 納 す る コ イ ル の リ ー ド 線 の 端 に 形 成 さ れ た  
端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ４ １ を 有 す る 。 同 様 に 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 コ イ ル 収 納 部 １ １  
が 収 納 す る コ イ ル の リ ー ド 線 の 端 に 形 成 さ れ た 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ５ １ を 有 す る 。  
こ こ で 、 コ イ ル の リ ー ド 線 は 、 ２ つ の 端 を 有 す る 。 よ っ て 、 各 コ イ ル 収 納 部 １ １ は 、 平 面  
端 子 孔 部 ４ ０ 又 は 縁 端 子 孔 部 ５ ０ が ２ つ 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 平 面  
端 子 孔 部 ４ ０ は 、 基 板 ２ と 半 田 付 け さ れ る 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ４ １ を 有  
し 、 貫 通 孔 ４ １ の 周 囲 に ス リ ッ ト ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 詳 し く は 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ は 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ４ １ を 有 す る  
挿 入 部 ４ ３ と 、 端 子 ３ の 挿 入 方 向 と 直 行 す る 方 向 か ら 挿 入 部 ４ ３ を 支 持 す る 支 持 部 ４ ４ と  
を 有 す る 。 そ し て 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ は 、 挿 入 部 ４ ３ と 支 持 部 ４ ４ と の 周 囲 に 略 Ｕ 字 形 状  
の ス リ ッ ト ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス リ ッ ト ４ ２ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 一 部 分 が 取 り 除 か れ た 隙 間 で あ る 。 ス リ ッ ト ４ ２ は  
、 挿 入 部 ４ ３ と 支 持 部 ４ ４ と の 周 囲 を 囲 う 略 Ｕ 字 型 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 ス リ ッ ト ４ ２  
は 、 支 持 部 ４ ４ の 挿 入 部 ４ ３ を 支 持 し て い な い 側 の 端 に は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 挿 入 部 ４ ３ は 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ４ １ を 有 す る 。 挿 入 部 ４ ３ は 、 略 円  
形 に 形 成 さ れ 、 略 中 央 に 貫 通 孔 ４ １ を 有 す る 。 貫 通 孔 ４ １ は 、 上 面 １ ２ か ら コ イ ル ケ ー ス  
１ の 内 側 に 向 か う に 従 い 、 外 径 が 狭 ま る 漏 斗 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 支 持 部 ４ ４ は 、 一 方 の 端 が 挿 入 部 ４ ３ を 支 持 し 、 他 方 の 端 が コ イ ル ケ ー ス １ に 固 定 さ れ  
て い る 。 更 に 詳 し く は 、 支 持 部 ４ ４ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 か ら 挿  
入 部 ４ ３ を 支 持 す る 。 言 い 換 え る と 、 ス リ ッ ト ４ ２ は 、 挿 入 部 ４ ３ を 囲 い 、 且 つ 支 持 部 ４  
４ を 挟 む よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 熱 膨 張 や 熱 収 縮 に よ る 体 積 の 変 化 の 度 合 い は 、  
コ イ ル ケ ー ス １ の 短 手 方 向 よ り も 長 手 方 向 の 方 が 大 き い 。 そ こ で 、 ス リ ッ ト ４ ２ は 、 コ イ  
ル ケ ー ス １ の 長 手 方 向 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 挿 入 部 ４ ３ に か か る 圧 力 を 抑 制 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 支 持 部 ４ ４ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 の 幅 が 、 挿 入 部 ４ ３ よ  
り も 細 い 。 言 い 換 え る と 、 支 持 部 ４ ４ に お け る Ｘ 軸 方 向 の 長 さ は 、 略 円 形 に 形 成 さ れ た 挿  
入 部 ４ ３ の 直 径 よ り も 細 い 。 こ の よ う に 、 支 持 部 ４ ４ は 、 挿 入 部 ４ ３ よ り も 細 い た め 、 Ｘ  
軸 方 向 の 圧 力 や 、 Ｘ 軸 方 向 と Ｚ 軸 方 向 と が 合 成 さ れ た 方 向 に 圧 力 が か か っ た 場 合 に 、 た わ  
み 易 い 。 そ の た め 、 支 持 部 ４ ４ は 、 基 板 ２ と 端 子 ３ と が 半 田 付 け さ れ た 部 分 に か か る 圧 力  
を 減 ら す こ と が で き る 。 よ っ て 、 支 持 部 ４ ４ は 、 基 板 ２ と 端 子 ３ と の 半 田 付 け が 破 壊 さ れ  
る 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 支 持 部 ４ ４ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 の 長 さ が 、 挿 入 部 ４ ３  
の 直 径 よ り も 長 い 。 言 い 換 え る と 、 支 持 部 ４ ４ の Ｙ 軸 方 向 の 長 さ は 、 略 円 形 に 形 成 さ れ た  
挿 入 部 ４ ３ の 直 径 よ り も 長 い 。 こ の よ う に 、 支 持 部 ４ ４ は 、 挿 入 部 ４ ３ の 直 径 よ り も 長 い  
た め 、 Ｚ 軸 方 向 の 圧 力 に 圧 力 が か か っ た 場 合 に 、 た わ み 易 い 。 そ の た め 、 支 持 部 ４ ４ は 、  
基 板 ２ と 端 子 ３ と が 半 田 付 け さ れ た 部 分 に か か る 圧 力 を 減 ら す こ と が で き る 。 よ っ て 、 支  
持 部 ４ ４ は 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 縁 端 子 孔 部 ５ ０ の 外 観 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 平 面 端  
子 孔 部 ４ ０ と 同 様 に 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 基 板 ２ と 半 田 付 け さ れ る 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿  
入 さ れ る 貫 通 孔 ５ １ を 有 し 、 貫 通 孔 ５ １ の 周 囲 に ス リ ッ ト ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 平 面 端  
子 孔 部 ４ ０ 、 及 び 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 端 子 孔 部 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 詳 し く は 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ５ １ を 有 す る 挿  
入 部 ５ ３ と 、 端 子 ３ の 挿 入 方 向 と 直 行 す る 方 向 か ら 挿 入 部 ５ ３ を 支 持 す る 支 持 部 ５ ４ と を  
有 す る 。 そ し て 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 挿 入 部 ５ ３ と 支 持 部 ５ ４ と の 周 囲 に ス リ ッ ト ５ ２ が  
形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 縁 の 部 分 に 配 置 さ れ て い る 。 そ の た め 、  
縁 端 子 孔 部 ５ ０ の 支 持 部 ５ ４ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ に 沿 っ て 略 直 角 に 曲 げ ら れ て い る 。 す な  
わ ち 、 支 持 部 ５ ４ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 側 面 か ら Ｚ 軸 方 向 に 伸 び て 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 上  
面 １ ２ で Ｙ 軸 方 向 に 曲 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ５ ３ は 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 挿 入 部 ４ ３ と 同 様 の 形 状 に な っ て い る 。 ま た  
、 ス リ ッ ト ５ ２ は 、 挿 入 部 ５ ３ と 支 持 部 ５ ４ と の 周 囲 に 形 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、 ス リ ッ  
ト ５ ２ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 側 面 及 び コ イ ル ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 熱 膨 張 や 熱 収 縮 に よ り 変 形 す る 。 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス １ は  
、 上 面 １ ２ の 内 側 よ り も 外 側 の 方 が 変 化 す る 度 合 い が 大 き い 。 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 コ イ ル  
ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ た 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ と 、 こ の 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ よ り  
も 外 側 に 配 置 さ れ た 縁 端 子 孔 部 ５ ０ と を 有 す る 。 そ し て 、 縁 端 子 孔 部 ５ ０ の ス リ ッ ト ５ ２  
は 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ よ り も ス リ ッ ト ４ ２ よ り も 大 き い 。 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ は 、 第 １ 端 子  
孔 部 の 一 例 で あ る 。 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 第 ２ 端 子 孔 部 の 一 例 で あ る 。 ま た 、 コ イ ル ケ ー ス  
１ の 上 面 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ た 第 ３ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｃ の ス リ ッ ト ４ ２ よ り も 外 側 に 配  
置 さ れ た 第 ４ 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ ｄ の ス リ ッ ト ４ ２ が 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 基 板 ２ に 半 田 付 け さ れ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 端 子  
３ が 基 板 ２ に 半 田 付 け さ れ た 状 態 の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 平 面 端 子 孔  
部 ４ ０ に 挿 入 さ れ た 端 子 ３ が 半 田 付 け さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 基 板 ２ は 、 コ イ ル ケ ー ス １ の 上 面 １ ２ に 形 成 さ れ た 間 隔 部 ２ ０ に 載 置 さ れ る 。 コ イ ル の  
リ ー ド 線 の 端 子 ３ は 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 挿 入 部 ４ ３ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 ４ １ の 下 方 か ら  
上 方 に 向 か っ て 挿 入 さ れ る 。 貫 通 孔 ４ １ を 貫 通 し た 端 子 ３ は 、 基 板 ２ に お い て 半 田 付 け さ  
れ る 。 言 い 換 え る と 、 端 子 ３ は 、 半 田 ４ に よ り 基 板 ２ の 配 線 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ４ ３ の 周 囲 に は ス リ ッ ト ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 コ イ ル ケ ー  
ス １ の 熱 膨 張 や 熱 収 縮 に よ り 、 Ｘ 軸 方 向 、 Ｙ 軸 方 向 、 Ｚ 軸 方 向 、 又 は こ れ ら の 方 向 を 合 成  
し た 方 向 に 圧 力 が か か っ た と し て も 、 ス リ ッ ト ４ ２ は 、 圧 力 を 吸 収 す る た め 、 半 田 ク ラ ッ  
ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ イ ル の 端 子 ３ は 、 貫 通 孔 ４ １ の 下 方 か ら 上 方 に 向 か っ て 挿  
入 さ れ 、 基 板 ２ と 半 田 付 け さ れ る 。 貫 通 孔 ４ １ を 有 す る 挿 入 部 ４ ３ は 、 支 持 部 ４ ４ に よ り  
保 持 さ れ る 。 支 持 部 ４ ４ は 、 一 方 の 端 は コ イ ル ケ ー ス １ に 固 定 さ れ た 固 定 端 で あ る が 、 挿  
入 部 ４ ３ が 設 け ら れ た 側 は 固 定 さ れ て い な い 自 由 端 と な っ て い る 。 さ ら に 、 支 持 部 ４ ４ は  
、 Ｘ 軸 方 向 の 幅 は 挿 入 部 ４ ３ の 直 径 よ り も 細 く 、 Ｙ 軸 方 向 の 長 さ は 挿 入 部 ４ ３ の 直 径 よ り  
も 長 く な っ て い る 。 そ の た め 、 支 持 部 ４ ４ は 、 た わ み 易 く な っ て い る 。 す な わ ち 、 挿 入 部  
４ ３ は 、 ス リ ッ ト ４ ２ 内 に お い て 移 動 し や す く な っ て い る 。 よ っ て 、 挿 入 部 ４ ３ は 、 圧 力  
に 応 じ て ス リ ッ ト ４ ２ 内 で 移 動 す る た め 、 半 田 付 け さ れ た 部 分 に か か る 圧 力 を 減 ら す こ と  
が で き る 。 そ の 結 果 、 支 持 部 ４ ４ は 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 基 板 ２ と 上 面 １ ２ と の 間 に 隙 間 を 形 成 す  
る 間 隔 部 ２ ０ を 備 え る 。 熱 膨 張 や 熱 収 縮 に よ り コ イ ル ケ ー ス １ が 変 形 し た 場 合 、 変 形 に よ  
る 圧 力 は 、 間 隔 部 ２ ０ に よ り 形 成 さ れ た 隙 間 で 吸 収 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 ４ ３ は 、  
半 田 付 け さ れ た 部 分 に か か る 圧 力 を 減 ら す こ と が で き る 。 よ っ て 、 間 隔 部 ２ ０ は 、 半 田 ク  
ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ イ ル ケ ー ス １ は 、 コ イ ル を 保 持 す る 。 そ し て 、 コ  
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イ ル ケ ー ス １ は 、 基 板 ２ と 半 田 付 け さ れ る 、 コ イ ル の 端 子 ３ が 挿 入 さ れ る 貫 通 孔 ４ １ 、 ５  
１ を 有 し 、 貫 通 孔 ４ １ 、 ５ １ の 周 囲 に ス リ ッ ト ４ ２ 、 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 平 面 端 子 孔 部  
４ ０ や 縁 端 子 孔 部 ５ ０ を 備 え る 。 そ し て 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ や 縁 端 子 孔 部 ５ ０ は 、 熱 膨 張  
や 熱 収 縮 に よ り 発 生 し た 圧 力 し て も 、 半 田 付 け さ れ た 部 分 に か か る 圧 力 を 軽 減 す る こ と が  
で き る 。 よ っ て 、 コ イ ル ケ ー ス １ は 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ 変 形 例 １ ）
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 支 持 部 ４ ４ は 、 平 面 で あ る と 説 明 し た 。 し  
か し な が ら 、 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 支 持 部 ４ ４ は 、 平 面 に 限 ら ず 、 曲 が っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 変 形 例 １ に か か る 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 平 面 端 子 孔 部  
４ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ と 同 様 に 、 貫 通 孔 ６ １ を 有 す る 挿 入 部 ６ ３  
、 支 持 部 ６ ４ 、 ス リ ッ ト ６ ２ を 備 え る 。 挿 入 部 ６ ３ 、 及 び ス リ ッ ト ６ ２ は 、 第 １ 実 施 形 態  
に 係 る 平 面 端 子 孔 部 ４ ０ の 挿 入 部 ４ ３ 、 及 び ス リ ッ ト ４ ２ と 同 様 の 形 状 で あ る 。 図 ６ に 示  
す よ う に 、 支 持 部 ６ ４ は 、 湾 曲 し て い る 。 こ の よ う に 、 支 持 部 ６ ４ は 、 湾 曲 し て い る た め  
、 た わ み 易 い 。 よ っ て 、 支 持 部 ６ ４ は 、 半 田 ク ラ ッ ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図  
６ に 示 す 支 持 部 ６ ４ は 、 上 方 に 湾 曲 し て い る が 、 上 方 に 限 ら ず 、 左 右 の 何 れ か に 湾 曲 し て  
い て も よ い し 、 下 方 に 湾 曲 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 開 示 の い く つ か の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 例 と し て 提 示 し た も  
の で あ り 、 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と は 意 図 し て い な い 。 こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 そ の 他 の  
様 々 な 形 態 で 実 施 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 省 略  
、 置 き 換 え 、 変 更 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ ら の 実 施 形 態 や そ の 変 形 は 、 発 明 の 範 囲 や 要  
旨 に 含 ま れ る と 同 様 に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 に 含 ま れ る も  
の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １   コ イ ル ケ ー ス
　 ２   基 板
　 ３   端 子
　 ４   半 田
　 １ １   コ イ ル 収 納 部
　 １ ２   上 面
　 ２ ０   間 隔 部
　 ３ ０   突 起 部
　 ４ ０   平 面 端 子 孔 部
　 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １   貫 通 孔
　 ４ ２ 、 ５ ２ 、 ６ ２   ス リ ッ ト
　 ４ ３ 、 ５ ３ 、 ６ ３   挿 入 部
　 ４ ４ 、 ５ ４ 、 ６ ４   支 持 部
　 ５ ０   縁 端 子 孔 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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